


福島漁港の衛生管理対策の強
化と港の安全性向上・効率化
のために改良工事を行います。

概 要

工 期
令和7年7月2日～

令和8年3月2日まで

施 工
㈱菅原組

現場代理人 兼 監理技術者

澤谷 高広
さわや たかひろ

福島町

福島漁港外1港
建設工事

鋼矢板圧入 コンクリート取り壊し バックホウ浚渫

捨て石均し 水中コンクリート打設 コンクリート打設後(11/11取材時)

　今回の工事は、福島町の福島漁港と森町の砂原漁港の工事です。どちらも全国的に
活動している漁船が利用する第3種漁港です。同じ管轄の漁港であるため、１つの工事
としてまとめられていますが、距離がかなり離れている珍しい工事です。

　元々、屋根が無く魚の水揚げ時に鳥の糞などの混
入や直射日光による水産物の品質低下が懸念されて
いました。そこで今回、衛生管理の観点から屋根付
き岸壁の整備を行うことになりました。その中でも
当社は岸壁や排水側溝、車止、防舷材などの部分を
担当します。

福島漁港 屋根付き岸壁改良工事(港図❶)

排水側溝部分の断面図
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　当社では昆布養殖事業を行っています。10月は松前昆布の
魅力をより皆さんに知っていただくため、様々なイベントに
参加しました。
　今後は、新しく生まれたつながりを大切にしながら、もっと
松前の昆布を身近に感じていただける活動をしていく予定です。

昆布養殖
レポート

　学生７名が再生可能エネルギーを学ぶフィー
ルドスタディの一環で松前町を訪れ、当社の養殖
事業のうち、昆布の袋詰めを体験しました。
　TENOHA松前でブルーカーボンの説明の他、
昆布を使った料理を試食し、昆布の魅力に触れ
る一日となりました♪

函館短期大学 フィールドスタディ 受け入れ
菅原峻、花田忍参加者

10/11土

　東急不動産さん、松前観光物産協会さんからのお声
がけで、昆布詰め放題・昆布製品づくり・産地別効き昆布
水の体験を行いました。
　効き昆布水では、「松前昆布って初めて聞いたけど、
一番おいしい！」という声を沢山いただきました。また、
ブルーカーボンの看板にも足を止める方が多く、環境へ
の関心の高さも感じられました^^
　松前の魅力を知っていただき、現地に足を運ぶきっか
けになれば嬉しいです♪

菅原峻、花田忍参加者

10/12日代官山イベント
美食の街松前 秋の味覚体験祭

フォレストゲート代官山 TENOHA棟
CIRTY CAFE(東京)

　全国の百貨店バイヤーや専門家が集まる商談・相
談会に参加し、消費者のライフスタイルに合わせた
食べ方の提案や販路づくり、関西圏での松前ブラン
ドの可能性、地域の魅力を活かした商品展開などに
ついて多くのご意見をいただきました。
　松前昆布の試飲・試食が好評で、道南地域の複数
企業との共同開発やコラボ商品の話も生まれまし
た。今回の商談・相談会を通じて、食べてもらえる
仕掛けと地域のストーリーを大切にしながら、松前
昆布の魅力をさらに広げていけたら嬉しいです^^

食と観光ブランドフェア

菅原峻、花田忍、常盤裕明、管原月美参加者

10/22水 9:20～16:00
函館国際ホテル



函館漁港周辺街歩きワークショップ
小田島水産食品株式会社

さん がく かん
産学官連携活動とは、　(民間企業)、　(大学等の研究・教育機関)、
　(政府、地方公共団体)の3つが連携し新事業の創出、新製品や新技術
の開発を行う活動です。

産
官

学

　漁村では全国平均を上回るペースで人口減少や高齢化が進む一方、全国の漁村
を訪れる交流人口は約2,000万人にのぼり、まだまだ大きな可能性があります。
こうした状況の中で重要となるのが、海や食、文化など、海のある街ならではの
地域の魅力を活かして収入や雇用を生み出す「海業」の取り組みです。海業を進
めることで、地域の活力を取り戻し、持続可能な漁村づくりにつなげることがで
きるとされています。具体的な取組も紹介され、今回の授業では「地域資源をど
う活かして地域全体を盛り上げていくか」という視点が、大きなテーマとして示
されました。

　遊漁船で釣ったイカを地域の提携店で調理して味わえる体験型観光プログラ
ムが紹介されました。釣り体験に食や交流を組み合わせたもので、1シーズン
に約100組が参加します。
　イカは高たんぱく・低脂質で健康的な食材で、函館産のイカは生きたまま
運ばれ、鮮度の良さが魅力です。さらに、イカの肝臓から作られるコレステ
リック液晶は、テレビなどの液晶技術の開発に、神経伝達の仕組みはバイオ
コンピューターに応用されています。

今後の開催予定

参加者
北海道教育大学函館校の学生10名
函館総合建設高等職業訓練校 訓練生
函館港湾事務所三岡所長ほか6名
北海道開発局農業水産部水産課長 内田氏
㈱はこだて西部まちづくRe-Design 北山氏
㈱ブリッジプロダクション 菊池氏
㈱Roots 早坂氏
函館市漁業組合 瀧川組合長
小田島水産食品㈱ 3名
㈱菅原組

北海道開発局 農業水産部水産課長
内田氏

北海道開発局函館港湾事務所
高橋氏・藤池氏

函館市漁業組合 瀧川組合長より

　第1回では、海や漁村の地域資源を活かした 「海業(うみぎょう)」や函館漁港
の機能について学び、 函館市漁業組合の瀧川組合長から漁業の現状やイカの
可能性について伺いました。 また、 イカ塩辛を製造・販売する小田島水産食品
株式会社の工場も見学しました。 参加者と学生は学びをもとに意見交換を行い、
函館の海の魅力や現状への理解を深めました。参加した学生からは「函館の
イカの強みは?」 「なぜ漁師の仕事を選んだのか?」などの質問が挙がり、 漁業
や地域資源に対する関心の高さがうかがえ、身近に感じている様子が見られま
した。

建設業の若手技術者や北海道教育大学函館校の学生、地域の人々が連携し、函館漁港を中心とした
函館西部地区の活性化策を検討、事業化につなげる取り組みが始まりました。

▲見学の様子

▲お昼ごはん♪
小田島水産食品㈱の木樽で製造
するさくら色の塩辛

　函館漁港の港湾機能についての座学を受
けたあと、 屋根付き岸壁など漁港内施設を
実際に歩いて説明を受けました。 漁獲物を
保護し、 作業効率を高めるための工夫を見
学し、鮮度の良い海産物を届けられる仕組
みを学びました。 近代港湾工学の先駆者で

函館漁港船入澗防波堤をつくった広井勇についても紹介があり、 彼の技術
が現代の港湾整備にも受け継がれていることを知りました。

10

26
SUN

「海業について」

「函館漁港の説明」

第2回 １１月１６日(日) 第3回 12月13日(土) 第4回 1月12日(月・祝) 第5回 2月1日(日) 第6回 2月21日(土)





健康ワンポイントアドバイス

「秋のウォーキングバトル」結果発表！

当社は健康経営の一環で全従業員のインフルエンザ予防接種
費用を全額会社負担で行っています。これから冬にかけてイン
フルエンザは本格的に流行します。

　11月は季節の変わり目で昼間と夜間の寒暖差や日照時間が短くなることによって、
体の不調が現れやすくなる時期です。また空気の乾燥により粘膜の防御機能が低下
しやすいため、インフルエンザやノロウイルスなどの感染症も増加します。
　普段から健康に気をつけている方も、より一層体調に気をつけて過ごしましょう。

秋から冬への変わり目に起こる疲労感、不眠、
過食、頭痛、うつなどの心身の不調を指す俗称
です。冬にかけて日照時間が短くなることによ
って、自律神経のバランスを調整する物質「セロ
トニン」の分泌が減少し、不足することで様々
な症状が現れると言われています。

セロトニン生成に必要なタンパク質やビタミンなど
の栄養素を摂取しましょう。また、自分の感情を人
に話すことで緩和することもあります。照明を明る
いものに替えたり、軽い運動をするのも効果的です。

食材や調理器具を触る前に手洗い・消毒をすることで
予防することができます。ノロウイルスは高温での加熱
(貝類では中心部85℃～90℃で90秒以上)で失活化する
とされています。

頭痛ーる「11月に現れやすい気象病と体調管理」
https://zutool.jp/column/basic/post-23739

健康づくりかわら版 「季節の変わり目“だるぅ”の正体」  https://www.jpm1960.org/kawara/05/how-to-regulate-the-autonomic-nervous-system.html

厚生労働省ホームページ 「ノロウイルスに関するＱ＆Ａ」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html#01

だるい 眠い やる気がでない

体調不良 感染症11月に増える と

対策･予防 対策･予防

吐き気、下痢、腹痛、発熱などの症状が見られる感
染症で、感染者からの二次感染や汚染された生の
二枚貝の摂取などが感染経路として考えられます。
低温に強いウイルスである事に加え、冬が旬の二枚
貝(牡蠣など)を食べる機会が増えるため、秋から冬に
かけて感染者が増加する傾向があります。

これからの時期は要注意 !!

ノロウイルスノロウイルス

ワクチン接種を希望される方は、産業医または
かかりつけ医にて予防接種を受けてください。予防接種のご案内

インフルエンザインフルエンザ

参 

考

健康経営統括推進部所より

9月1日～10月31日まで2か月間開催した「菅原組Ｒ７秋のウォーキングバトル」が終了しました。
皆さん大変お疲れさまでした！

9月1日～10月31日
(2ヶ月間)

1位は 「ひなちゃん」 さんで 1日平均14,925歩 でした。
おめでとうございます！

ランキングに入った49名の方に健康ポイントを付与します(^^)
今回はこれまで歩数が少なかった方も頑張って歩いて健康を心掛けていました。

これから冬に入りますが、運動不足にならないように屋内でウォーキングを
できる場所を探すなど生活習慣化し、健康づくりをしていきましょう！

季節性うつ病季節性うつ病

当社従業員は健康増進の
ための施設(スポーツジム等)
利用料補助を受けられます。
冬の運動不足解消に是非
ご利用ください。




